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平成２３年第１回名寄市議会臨時会会議録

開会 平成２３年２月１日（火曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議案第１号 名寄市基金条例の一部改

正について

日程第４ 議案第２号 指定管理者の指定につい

て（ふうれん望湖台自然公園）

日程第５ 議案第３号 平成２２年度名寄市一般

会計補正予算

議案第４号 平成２２年度名寄市下水

道事業特別会計補正予算

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議案第１号 名寄市基金条例の一部改

正について

日程第４ 議案第２号 指定管理者の指定につい

て（ふうれん望湖台自然公園）

日程第５ 議案第３号 平成２２年度名寄市一般

会計補正予算

議案第４号 平成２２年度名寄市下水

道事業特別会計補正予算

１．出席議員（２５名）

議 長 ２６番 小 野 寺 一 知 議員

副議長 １９番 熊 谷 吉 正 議員

１番 上 松 直 美 議員

２番 佐 藤 靖 議員

３番 植 松 正 一 議員

４番 竹 中 憲 之 議員

５番 川 村 幸 栄 議員

６番 大 石 健 二 議員

７番 佐 々 木 寿 議員

８番 持 田 健 議員

９番 岩 木 正 文 議員

１０番 駒 津 喜 一 議員

１１番 佐 藤 勝 議員

１２番 日 根 野 正 敏 議員

１３番 木 戸 口 真 議員

１５番 高 橋 伸 典 議員

１６番 山 口 祐 司 議員

１７番 田 中 好 望 議員

１８番 黒 井 徹 議員

２０番 川 村 正 彦 議員

２１番 谷 内 司 議員

２２番 田 中 之 繁 議員

２３番 東 千 春 議員

２４番 宗 片 浩 子 議員

２５番 中 野 秀 敏 議員

１．欠席議員（１名）

１４番 渡 辺 正 尚 議員

１．事務局出席職員

事 務 局 長 田 中 澄 昭

書 記 佐 藤 葉 子

書 記 三 澤 久 美 子

書 記 高 久 晴 三

書 記 熊 谷 あ け み

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 中 尾 裕 二 君

副 市 長 久 保 和 幸 君

教 育 長 藤 原 忠 君
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総 務 部 長 佐 々 木 雅 之 君

市 民 部 長 吉 原 保 則 君

健康福祉部長 三 谷 正 治 君

経 済 部 長 茂 木 保 均 君

教 育 部 長 鈴 木 邦 輝 君

市立総合病院
香 川 譲 君

事 務 部 長

市 立 大 学
三 澤 吉 己 君

事 務 局 長

上下水道室長 扇 谷 茂 幸 君

会 計 室 長 竹 澤 隆 行 君

監 査 委 員 手 間 本 剛 君
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おはようございます。〇議長（小野寺一知議員）

これより平成２３年第１回名寄市議会臨時会を開

会いたします。

本日の会議に１４番、渡辺正尚議員から欠席の

届け出がございます。

ただいまの出席議員数は２５名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

日程第１ 会議録署〇議長（小野寺一知議員）

名議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８０条の規定

により、

３番 植 松 正 一 議員

２１番 谷 内 司 議員

を指名いたします。

日程第２ 会期の決〇議長（小野寺一知議員）

定について、お諮りいたします。

今期臨時会の会期は、本日１日といたしたいと

思いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

よって、今期臨時会の会期は、本日１日と決定

いたしました。

日程第３ 議案第１〇議長（小野寺一知議員）

号 名寄市基金条例の一部改正についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

おはようございます。議〇市長（加藤剛士君）

案第１号 名寄市基金条例の一部改正について、

提案の理由を申し上げます。

１点目は、光をそそぐ交付金基金の新設であり

ます。国の平成２２年度第１次補正予算におきま

して、これまで住民生活に大事な分野でありなが

ら、光が十分に当てられなかった分野に対する地

方の取り組みを支援するため、住民生活に光をそ

そぐ交付金制度が創設をされました。本市では、

当該制度を活用し、弱者対策、知の地域づくり等

に取り組むこととしておりますが、このうち平成

２３年度及び２４年度に実施する事業については

基金を積み立て財源充当ができることから、新た

に本基金を設置しようとするものであります。

２点目は、市立総合病院整備基金の一部改正で

あります。先般の過疎地域自立促進特別措置法の

改正により、過疎対策事業債の充当がソフト事業

にも拡張をされました。本市では、産業の振興、

地域コミュニティーの整備等に加え、市立総合病

院の医療スタッフの確保をソフト事業として取り

組んでおりますが、このソフト事業へ財源充当で

きるよう本基金の一部を改正しようとするもので

あります。

３点目は、地域活性化・生活対策基金の廃止で

あります。本基金は、平成２０年度に国の地域活

性化・生活対策交付金事業により平成２１年度に

実施する事業の財源として積み立てたものであり

ますが、当該事業が終了し、基金残高もないこと

から本基金を廃止しようとするものであります。

次に、第２条について申し上げます。合併特例

区規約第５条の別表第１には、合併特例区で処理

する事務を規定しておりますが、平成２３年３月

２６日をもって合併特例区の設置期間満了による

解散に伴い、風連町育英金貸与規則が失効し、本

条例で設置している育英基金の設置目的である貸

与事業が終了することから、育英基金を文化スポ

ーツ振興基金に統合し、新たに教育振興基金とし

て本市の教育振興に有効活用を図ろうとするもの

であります。

以上、よろしく御審議くださいますようお願い

を申し上げます。

これより、質疑に入〇議長（小野寺一知議員）

ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）
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お諮りいたします。本件については、委員会付

託を省略し、直ちに採決することに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

これより採決を行います。

議案第１号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

よって、議案第１号は原案のとおり可決されま

した。

日程第４ 議案第２〇議長（小野寺一知議員）

号 指定管理者の指定についてを議題といたしま

す。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第２号 指定管理者〇市長（加藤剛士君）

の指定について、提案の理由を申し上げます。

本件は、名寄市公の施設に係る指定管理者の指

定手続等に関する条例第５条第１項第１号による

公募によらない施設であるふうれん望湖台自然公

園の指定管理者について、名寄市公の施設に係る

指定管理者候補者選定委員会の報告を踏まえ、指

定管理者の候補者の選定を行いましたので、指定

管理者の指定をいたしたく、地方自治法第２４４

条の２第６項の規定により議会の議決を求めるも

のであります。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入〇議長（小野寺一知議員）

ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

お諮りいたします。本件については、委員会付

託を省略し、直ちに採決することに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

これより採決を行います。

議案第２号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

よって、議案第２号は原案のとおり可決されま

した。

日程第５ 議案第３〇議長（小野寺一知議員）

号 平成２２年度名寄市一般会計補正予算、議案

第４号 平成２２年度名寄市下水道事業特別会計

補正予算、以上２件を一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第３号 平成２２年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市一般会計補正予算及び議案第４号 平成

２２年度名寄市下水道事業特別会計補正予算につ

いて、一括して提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、国の平成２２年度第１次補正予

算が成立したことに伴い、きめ細かな交付金及び

住民生活に光をそそぐ交付金の第１次交付限度額

の内示を受け、地域の活性化を図るため、道路、

排水整備、公共施設改修等の事業を実施しようと

するものであります。

初めに、平成２２年度名寄市一般会計補正予算

では、歳入歳出それぞれ２億９２７万０００

円を追加し、予算総額を２０３億９８７万０

００円にしようとするものであります。

次に、平成２２年度名寄市下水道事業特別会計

補正予算では、歳入歳出それぞれ２３０万円を

追加し、予算総額を１２億６６８万円にしようと

するものであります。

補正の主なものを一般会計の歳出から申し上げ

ます。２款総務費におきまして地域コミュニティ

施設改修工事０００万円の追加は、風連地区の

日進、東風連及び旭のコミュニティー施設の改修

平成２３年２月１日（火曜日）第１回２月臨時会・第１号
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工事を実施しようとするものであります。

７款商工費におきまして地域経済活性化推進補

助金５００万円の追加は、プレミアつき商品券

の発行、地域ブランドの商品開発等に対して補助

をしようとするものであります。

８款土木費におきまして名寄大学周辺街路灯新

設工事５５０万円の追加は、名寄市立大学の周

辺道路に街路灯を増設しようとするものでありま

す。

次に、歳入について申し上げます。特定財源と

して１５款国庫支出金できめ細かな交付金と住民

生活に光をそそぐ交付金で合計で１億１３７万

０００円を受け入れ、収支不足の１億７９０

万０００円を普通交付税で調整しようとするも

のであります。

次に、下水道事業特別会計については、合流管

渠内面の補修工事を行おうとするもので、工事費

の２３０万円は一般会計繰入金で調整しようと

するものであります。

なお、事業費の内訳については、議案第３号及

び第４号別添説明資料、きめ細かな交付金事業一

覧及び住民生活に光をそそぐ交付金事業一覧をご

らんください。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、議案第３〇議長（小野寺一知議員）

号外１件について一括質疑に入ります。御発言ご

ざいませんか。

川村幸栄議員。

何点かお伺いをしたい〇５番（川村幸栄議員）

というふうに思うのですが、添付資料に沿ってち

ょっと御質問をさせていただきたいと思います。

今回の臨時交付金、いろんな規制もあるのです

けれども、子育て支援、医療、介護、福祉など強

化するに当たって、地域活性化に伴う施策の展開

に大いに可能な部分があるのかなというふうに思

っているのですが、その中で資料の４番目にあり

ます地域経済活性化推進事業、この中身について、

事業の内容について詳しくお知らせをいただきた

いというふうに思います。

それから、２２番目のサンピラーパーク内の森

の休暇村センターハウス増築事業なのですけれど

も、どの部分がどのように増築されるのかお知ら

せをいただきたいというふうに思います。

次に、住民生活に光をそそぐ交付金の中で、２

番目の高齢者の暮らしのサポーター事業というこ

とで、作業をするための作業員の配置と啓発資料

の作成というふうになっているのですけれども、

この中身についてもちょっと詳しくお知らせをい

ただければというふうに思います。

最後になりますけれども、今回光をそそぐ交付

金基金を使って平成２４年度まで基金に積み立て

て活用というふうな中身になっているのですが、

平成２４年度の予定の中で高齢者等弱者支援事業

と、相談員の配置をということなのですが、これ

が今すぐにでも必要かなというふうに思っている

のですけれども、平成２４年度の予算になってい

るという、この経過についてお知らせをいただけ

ればと思います。

茂木経済部長。〇議長（小野寺一知議員）

川村議員から地域経〇経済部長（茂木保均君）

済活性化推進事業の内容についてのお尋ねがござ

いました。私のほうからお答えを申し上げたいと

思います。

この事業につきましては、３つに分かれてござ

います。１つは、地域商品券の販売事業というこ

とで、長期的に低迷する景気対策ということがあ

りまして、個人消費が低迷をしているということ

でございまして、加えて昨年の農産物の不作、あ

るいは小売店販売額の減少、さらには労働者の給

与所得の減少と、こういったことで非常に消費が

停滞してございます。そういった中で個人消費の

喚起と地域経済の活性化、地域振興を図るという

ようなことで１億円の地域通貨券の発行というこ

とを予定してございまして、これにプレミアが

０００万円分つくということで、１万円で００
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０円ということで、１割のプレミアをつけるとい

うようなことで、１万円で１万セットの商品券を

発行するというような計画をいたしてございます。

それから、２つ目には、名寄ブランド販売拡大

事業ということでございまして、これにつきまし

ては平成２２年、今年度商工会議所が経済産業省

の補助を受けて地域資源の全国展開プロジェクト

事業という事業を展開してございます。現在６つ

の企業によって６つの商品がいろいろと試作、検

討されてございまして、来年度については事業仕

分けによって新たな国の補助金がつかないという

ようなことがございまして、この部分についてき

ちっと商品化できるように、あるいはこの商品を

展示即売、あるいは首都圏等々に販売等に出かけ

るための費用として補助をするということで、こ

の部分について２００万円、それから地域活性化

セミナーということで、観光、物産、交流、こう

いったものについて２３年度特に力を入れていた

だくというようなことで、これに伴ういろんな講

演会だとか、そういったものを計画をしてござい

まして、これらの一連の部分について商工会議所

あるいは商工会が取り組む事業について、総体で

５００万円を補助するというような内容でござ

います。

以上でございます。

扇谷上下水道室長。〇議長（小野寺一知議員）

私のほうからサ〇上下水道室長（扇谷茂幸君）

ンピラーパーク森の休暇村センターハウスの増築

工事についてお答えをしたいと思います。

近年サンピラーパークの利用者の増ということ

もありまして、作業員の人数も若干ふえておりま

して、センターハウス内の事務所が大変狭隘にな

っているということで、利用者の方からも狭くて

使いにくいのではないかというような御指摘もい

ただいております。今回交付金事業ということで、

なかなか国庫補助、それから起債の対象事業とし

て認められにくい事業ということでありまして、

この交付金を活用しましてセンターハウス内を若

干増築をしたいということであります。

増築の面積につきましては４平米ということ

でございまして、この増築によりまして作業員の

出入り、それから利用者の便宜が図られるという

ふうに考えております。

以上です。

三谷健康福祉部長。〇議長（小野寺一知議員）

議員から２つの〇健康福祉部長（三谷正治君）

質問をいただきました。１つにつきましては、高

齢者暮らしのサポート事業ということで、この事

業につきましては、現在名寄市高齢者保健医療福

祉計画及び第４期の介護保険事業計画が２３年度

で終わります。２４年度からまた第５期というこ

とで、年前から市内の４町内会にモデル地区を設

定させていただきまして、アンケート調査をさせ

ていただいております。この項目が約７７項目中、

高齢者のこの部分につきましては２０項目を別に

抽出させていただきまして、この項目について分

析を行って、それぞれの個人の出た成果を御報告

申し上げるというための臨時職員と、それからそ

の分析にかかわる委託料という内容でございます。

これにつきましては、実際に現在使われておりま

すＧＩＳ、地理情報システム等々を活用させてい

ただきまして、それに情報を追加入力等々いたし

て今後の活用をさせていただきたいという事業で

あります。

それから、もう一つの２４年度の予算で高齢者

等弱者支援事業につきましては、議員御案内のと

おり現在健康福祉部では３名の専門嘱託職員を配

置させていただいております。この中で高齢者の

虐待についても地域包括支援センター、高齢介護

課等、それから社会福祉課等でタイアップしなが

ら、それぞれ対応を進めさせていただいているの

が現状でございます。今後やはり高齢化社会に伴

ってこういう虐待、子供を含めまして高齢者の虐

待がふえる可能性が大ではないかという予測をさ

せていただいておりますので、２２年度、２３年

度の状況を見まして、２４年度ではこういう部分

平成２３年２月１日（火曜日）第１回２月臨時会・第１号
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の事業にも取り組んでいきたいということで、一

応２４年度の予算の形で入れさせていただいたと

いうのが実態でございます。

以上です。

川村議員。〇議長（小野寺一知議員）

ありがとうございます。〇５番（川村幸栄議員）

それぞれ詳しくいただいたのですが、１つは地

域活性化の商品開発のところは、今お菓子も随分

人気が出てきているということで喜ばしいなとい

うふうに思っているのですが、あと商品券の利用

できる範囲といいますか、部長がおっしゃったよ

うに個人消費の低下、経済の低迷ということでは、

本当にいろんなところに波及していってもらうこ

と、利用してもらうこと、使ってもらうことが必

要なのだというふうに思うのですけれども、なか

なか商品券がいろんなところの業種のところで利

用できていないかなというふうに私はちょっと思

っていて、一ところに集中する傾向があるかなと

いうふうに思うのですが、ある市では例えば住宅

のリフォームなどにもこういうような商品券をつ

くって利用しているというふうなことも聞いてい

ますので、そういう商品券が利用できる範囲をど

のようにお考えになっているのか、改めてお聞き

をしたいというふうに思います。

それから、休暇村のセンターハウスの増築なの

ですけれども、実は私森の休暇村、今天文台もで

きて、向こうのほうに行く方が多いのですが、冬

の期間トイレがなかなかないというようなことで、

センターハウスのところでのトイレの増設等々し

てもらえると、天文台も中に入れば利用させても

らえるのですけれども、どんなふうなのかなと見

に行って、ただ帰るというような人も結構いるの

ですけれども、そういったときにトイレがないと

いうようなことを何人かの方から言われていまし

て、そういった部分の増築といいますか、増設が

できないものかと。観光の方たちもたくさんこれ

から来る中で、利用できる公衆トイレの増設はど

うかというふうに思っていて、この部分のお考え

もちょっとお聞かせいただければというふうに思

います。

あと、高齢者のサポート事業のアンケートの集

約のところは理解はできるのですが、啓発資料の

作成というのはアンケートのまとめた部分のを作

成するということなのか、これで見ますとちょっ

とわかりづらくて、事業内容の内訳を見ましても

消耗品もそれほどの金額になっていないものです

から、結果を多くの皆さんにお知らせするとかと

いうことではないのかなというふうに思っていて、

この部分をもうちょっと詳しくお知らせいただけ

ればというふうに思います。

あと、相談員のところなのですが、今部長の答

弁にもありましたが、様子を見ながらということ

ではなくて、今本当に超高齢者御夫婦であったり、

また高齢のひとり暮らしの方が多くて、昨年も全

国的に不明の方々というようなこともありました。

そういった部分では、やっぱり介護保険制度も来

年度、再来年度に変わるという中では、介護保険

料ばかりではなくて、制度というか、利用する状

況も変わってくるという中身では、相談をしたい、

不安だという思いの方が非常に多くいらっしゃる

のではないかというふうに思うのです。それで、

来ていただいて相談をしていただくのばかりでは

なくて、やっぱり出向いていって訪問していろい

ろ心配事をお聞きする、またこういう指導もする

というような、指導員といいますか、そういう方

々が本当に求められている時期だというふうに思

っています。その辺のお考えをもう一度お聞かせ

いただければと思います。

茂木経済部長。〇議長（小野寺一知議員）

この地域商品券の利〇経済部長（茂木保均君）

用のできる範囲ということでございます。これに

ついては、やるたびに参加店もふえてございまし

て、いわゆる利用できる業態といいますか、そう

いったものもいろいろな部分で出ておりまして、

一般の小売店はもとよりですが、飲食店あるいは

燃料店、ハイヤー、美容室あるいは電器店等々か
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なりの業種にわたって参加をいただいているとい

うような状況にございます。御提案がありました

リフォーム事業等々の部分ですけれども、これに

ついても協議はさせていただきますけれども、お

金の範囲がそれほど大きくないということもござ

いますので、一般の工務店にこの部分を利用する

ことが果たして適当なのかどうか、その辺も含め

て協議はさせていただきたいと思っておりますの

で、御理解いただきたいと思います。

扇谷上下水道室長。〇議長（小野寺一知議員）

トイレの増設と〇上下水道室長（扇谷茂幸君）

いうお話でございました。今回の増築工事に関し

ましては、センターハウス内の事務所の狭隘に対

応するという内容になっております。施設全体の

中で一定程度利用状況を含めてある程度トイレな

りというものも設置をされているというふうに考

えておりますが、今後利用される方が当然ふえて

くることも予想されるということもありますので、

一定程度施設の全体の利用状況をまた確認をさせ

ていただきながら、よりよい施設にしていきたい

というふうに考えております。

三谷健康福祉部長。〇議長（小野寺一知議員）

１つは、サポー〇健康福祉部長（三谷正治君）

ターの関係でありますけれども、これにつきまし

ては先ほど御説明申しましたモデル地区４地区の

６５歳以上の方、先ほど７７項目のうち２０項目

を抽出ということで、この２０項目につきまして

はそれぞれ分析をしたものを再度個人にお返しを

して御指導させていただくということと、それか

ら市民の周知につきましては先ほど申し上げまし

たように第５次の計画書の策定に活用させていた

だきますので、その成果につきましては計画書に

載せていただいて、市民に周知をさせていただき

たいと考えております。以上です。

それから、高齢者虐待の支援の相談員の部分で

ございますけれども、これにつきましては先ほど

も申し上げましたように３名の専門員及び３課で

連携をとって、現在例えば各地域包括支援センタ

ーの職員につきましてはそれぞれの世帯に向かい

まして相談をさせていただいておりますし、また

名寄市のほうにお越しいただいている市民につい

ては相談員と。今議員お話しになったように、出

向いてということも一つの方法だと思いますし、

高齢化社会についてはこういう相談件数も多くな

るということは我々も予測させていただいており

ますので、現状の３名体制で及び３課の連携を伴

った部分のこれからの発展的な見解の中で、私の

ほうでは実績を踏まえた形で検討させていただき

たい。ただ、２４年度以降につきましては、この

部分についてはそういう職員の配置もやはり検討

していかなければならないということで、将来を

見据えた形の中で２４年度に予算をということで

計上させていただければと思っております。

以上です。

川村議員。〇議長（小野寺一知議員）

ありがとうございます。〇５番（川村幸栄議員）

商品券の件について、少しずつ広がっていると

いうことでしたので、それが利用する消費者、市

民にわかるような一覧表がいただきたいことはあ

りますけれども、そんなのも徹底していただけれ

ば、もっと市内の循環できる、そういうふうな部

分の配慮をこれからもお願いしたいなというふう

に思っています。

最後の高齢者などの相談員の部分では、今もう

やっていただいています。私も地域包括支援セン

ターへ行って相談したら、あそこへ行って相談し

てというふうに皆さんにお話ししているのですけ

れども、本当に中身も非常に複雑になってきてい

るのです。このことだけ解決すればいいというこ

とではない状況になっている中ですので、さらに

前へ進めていただくことをお願いして、私の質問

を終わります。

佐藤靖議員。〇議長（小野寺一知議員）

それでは、１項目につ〇２番（佐藤 靖議員）

いて何点かお聞きをしておきたいと思います。

今川村議員のほうからもありましたけれども、
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７款１項１目商工振興費、１９節地域経済活性化

推進補助金ということで５００万円ということ

でありますけれども、１月２８日に名寄商工会議

所と風連商工会と話し合いが持たれて、両方一緒

にやるということで、それはそれでよかったので

すけれども、地域経済の低迷あるいは個人消費の

低迷ということで、目指して、この種の取り組み

というのは１８年１２月でしたか、合併１周年記

念ということで３００万円、全市連合大売り出し

に補助金を出して、それ以降毎年のようにこれや

っておりますけれども、具体的に市のほうとして

これまでやってきた補助、あるいはこの種事業に

ついての評価と、１つはこれによって商店街がど

ういうふうに活気づいたか、元気づいたかも含め

て評価をお聞きをしておきたいと思います。

もう一点は、今の説明、市長の提案理由の説明、

あるいは茂木部長の説明の中に商品開発という言

葉がありましたけれども、この内容を見ると商品

開発ということはほとんど、商品販売ということ

であればわかるのですけれども、商品開発という

ことではどういうことになっているのか、ちょっ

とお教えをいただきたいというふうに思います。

さらに、このタイムスケジュールも含めて２８

日の両会議所あるいは商工会の話し合いの中でタ

イムスケジュールも出ているみたいでありますの

で、その辺も明らかにしておいていただきたいと

いうふうに思います。

茂木経済部長。〇議長（小野寺一知議員）

地域振興券の過去の〇経済部長（茂木保均君）

検証ということでございます。商工会議所では、

平成１８年以降販売促進事業ということで、地域

商品券に取り組んでいただいてございまして、名

寄市も平成１８年度から２０年度まで国の経済対

策等を活用しながら支援をしてまいりまして、当

初のころは地域振興券という部分もなじみもなく

て、プレミア部分も少なかったというようなこと

もあって、多少売れ行きもはかばかしくなかった

というお話も伺っておりますけれども、近年は非

常に好評でございまして、販売すれば即日売り切

れるというようなことで、かなり市民の中にも定

着してきたのかなという判断をいたしてきており

ます。ただ、名寄、風連も含めて考えますと、全

体的な評価の中ではやはり大型店といいますか、

そういったところへの部分が平均すると約７割近

くどうしても流れてしまうという状況もございま

す。しかし、これはなかなか制限できるものでは

なくて、そのためにどうしたらいいかというのは

それぞれの商店街の中で新たな御検討もいただく

というようなことでお願いをしておりますけれど

も、ただそれぞれのまちの商店街の中でも大型店

には一定程度集中はするけれども、しかし従来か

ら見ると売り上げはアップしていると。一定の貢

献度合いはあるというような御判断もいただいて

おりますので、商店街の皆様にとっても一定の売

り上げの貢献にはなっていると。さらには、市民

のレベルから見ると、先ほどお話ししましたよう

に非常に景気が低迷しておりますし、そういう意

味では商品券を利用して、１０％のプレミアとい

うことで、多少消費の喚起だとかというところで

消費の拡大にも貢献をしているというように判断

をしておりまして、この部分について名寄市だけ

でなくて各地でも取り組んでいるわけですけれど

も、少しでもこういったものを、やっぱり国の一

つの交付金等の制度がなければなかなか取り組め

ないという、こんな状況もございますので、こう

いった交付金等があれば活用して地域の活性化に

貢献したいというふうに考えておりますので、そ

の点で御理解をいただければと思っております。

それから、名寄ブランドの関係のお話もござい

ました。これ従来から商工会議所が中心になって

取り組んでいる部分なのですが、今現在の状況で

いいますと、６つの企業で６つの商品開発ができ

ております。ここに一つの写真があるのですが、

お菓子屋さんで星に願いをというクッキーだとか、

あるいはひまわりの油であるとか、アスパラ入り

の海鮮玉であるとか、手延べめんのアスパラ健康



－10－

麺であるとか、チーズケーキというようなもの、

あるいはお星さまのおさんぽという、これもお菓

子ですけれども、こういった６つの商品が今でき

つつあります。これを何とかいろんな形で参加企

業の商品化とブランド販売の支援ということで、

各種の展示即売会、商談会あるいは試験販売とい

ったこと、さらには最近の状況にあるようにネッ

トや通販等の試行の部分についても取り組んでい

きたいというようなことで、今回はこの部分の中

で２００万円利用していただくというような形で

の事業展開ということでございます。

以上でございます。

（何事か呼ぶ者あり）

スケジュールですね。〇経済部長（茂木保均君）

これについては、今商工会議所と商工会で具体的

な詰めをお願いをしておりますけれども、２月８

日の日というふうに聞いてございますが、この日

に振興券の何セットまでということにするかとか、

販売の期間、それから利用券の期間というような

ことで、何とか３月の初めから販売できないかと

いう、ちょうど入学とか入社のシーズンですから、

こんなことも私どもとしてはお願いしております

し、セットの数についてもなるべく市民の多くの

方に行き渡るようにというようなことで、販売期

間については３月末ぐらいから半年ぐらいという

ようなことで協議はさせていただいております。

近いうちに具体的なスケジュールが出てくると思

いますけれども、現状ではまだはっきり決まって

いるわけではありません。今言ったようなことを

基準に検討いただいているということでございま

す。

佐藤議員。〇議長（小野寺一知議員）

この種補助金というの〇２番（佐藤 靖議員）

は、市内の経済を活性化させるためにもそれを否

定するものではありませんけれども、今部長の答

弁を聞いていると、プレミアの商品券を販売する

ことは１つは好評であると。これが１つと。もう

一つは、売り上げも上がっていると。ただ、そう

いう評価をしながらも、一方では交付金がなかっ

たらできないのだと。ある一定矛盾を感じるので

す。本当にそれだけの効果があって好評で売り上

げも伸びるなら、これはある意味で行政がずっと

支援をしていくということも１つあるかもしれな

い。それは、商工会議所あるいは商工会を含めて

経済団体で独自にやってもらうという方向に変え

るということも１つかもしれない。行政がやるに

は交付金がなければできませんよというのなら、

やっぱりそういう道を見つけなければいけないと

思いますし、行政が補助金を出すと。これは、今

回は交付金ということで分けるのですけれども、

行政の集客の目的はある意味で補助金を出して、

それが税になって返ってきたり、ある意味ではそ

こで働く人たちの福利厚生が向上したり、そうい

うことがないと、毎回好評だから、好評だからと。

また補助金入りますから、ではまた０００万円、

また５００万円と。そんなあいまいなことではな

くて、やっぱり私はしっかりした基本を持つべき

だというふうに思うのです。この種のことをやる

ときには、基本を持つべきというふうに思います。

その点に対してもう一度御答弁いただきたいのと、

商品ブランド、今回のものはまさに２８日の打ち

合わせの会議を見ると販売の拡大事業ということ

が主で、商品開発というのはもう既に６つやられ

ているわけですから、それを売り出すのだという

ことでの、例えば北海道でやる北海道産品取引商

談会、札幌でやるもの、あるいはインターナショ

ナル・ギフト・ショーへの出展というふうに具体

的にもう打ち合わせでは出ているみたいでありま

すので、それはもう売り出すのだと。これを全国

に売り出すための２００万円だという認識があっ

たほうが、私はそれが正解だと思いますし、この

打ち合わせの中でもう既に３月２７日から３１日

の１０時から１７時まで売り出しますと。販売期

間ですよと。商品券の利用期間は３月２７日から

９月２０日ですよと、そういう打ち合わせをされ

ているのを最終的に決定するのが２月８日という

平成２３年２月１日（火曜日）第１回２月臨時会・第１号
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ことでよろしいのか、改めてその辺の認識をお伺

いしておきたい。

茂木経済部長。〇議長（小野寺一知議員）

スケジュールの関係〇経済部長（茂木保均君）

ですけれども、今お話ありましたのは、これはあ

くまでも案ということでございまして、２月８日

の日に最終決定をするというふうに伺っておりま

すので、この点については御理解をいただきたい

なと思ってございます。

それから、地域振興券の検証の部分を含めてい

ろいろあるわけですけれども、現実には当然今議

員が言われたように経済効果なり、あるいは市民

のいろんな意味での負担軽減といいますか、そん

なことにもというようなことは大きな部分として

はありますけれども、現状の中で名寄市が継続し

てずっと続けていけるかというと、なかなかこれ

は厳しい状況がありますので、ここは時の景気の

状況だとかの判断もございますし、今も交付金と

いう部分はどちらかというとやはりこういった経

済状況の中で国も交付金をいろいろ出していると

いう、そういう状況もありますので、その辺をに

らみながらということになろうかなというふうに

思っておりますので、御理解いただきたいと思い

ます。

佐藤議員。〇議長（小野寺一知議員）

いずれにしても、これ〇２番（佐藤 靖議員）

はやることがいけないということではなくて、行

政側でやっぱりしっかりした基本を持って臨むべ

きだと。そのための協議を商工会議所あるいは商

工会あるいは経済団体としっかりやっていくべき

だという認識でありますので、その辺は理解をい

ただきたいというふうに思います。

それと、毎年これをやると、要するに今回も１

人５セットということでやるわけでありますけれ

ども、公平性という意味合いからいえば、先ほど

も経済部長もこれからというお話をしていました

けれども、具体的に本当に公平性という、特に今

地デジを含めてこれからテレビを買う、あるいは

入学、進学時期に物を買うという予定をされてい

る市民の皆さんにどういうふうに公平性を保つの

か。今までのように並んで買って個店に行くと、

既に売り切れましたというお話ですとか、家族全

員で買いに走るとか、そういうことでこの効果と

いうのは出るのか、それこそ公平性については改

めて決意といいますか、これからの話し合いを含

めて、行政側として全市民の公平性ということで

どうお考えになっているのかお聞きして、終わり

たいと。

茂木経済部長。〇議長（小野寺一知議員）

公平性という部分で〇経済部長（茂木保均君）

いうと、私どもとしては極力これを利用したい人

には全世帯に渡るようにしたいというのはもう当

然のことなのですが、やはりその部分をきちんと

管理するような状況というのはなかなか現実はで

きないというのも実態でございます。そういった

ところで１万円で０００円のプレミア、１万セ

ットということになりますけれども、その部分を

５セットにするのか、３セットにするのか、３セ

ットにすれば割合がふえるというようなこともあ

りますし、あとこれは市民の皆さんにはなるべく

１世帯３セットなら３セットと決めたら、その部

分でひとつお願いをするということで、売り出す

商工会議所等にはぜひその辺のことを強くいろい

ろＰＲしていただいて、御協力をいただくという

ことになろうかなと思っています。

それと、もう一点は、先ほどもちょっと申し上

げたのですが、いわゆる高齢者の世帯の関係なん

かについてはなかなか早くから並んでとかという

部分も厳しい状況がありますから、その部分は例

えば６５歳以上の高齢者の方については１万セッ

トの部分の一部を別に販売していただくとか、そ

んなこともちょっと御検討いただくようなことで

協議をさせていただいておりますので、そういっ

たことで御理解いただければと思っております。

日根野正敏議員。〇議長（小野寺一知議員）

何点か事業一覧の〇１２番（日根野正敏議員）
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関係で質問したいと思います。

まず、初めのナンバー１番の地域コミュニティ

施設改修事業の関係なのですけれども、この日進、

東風連、旭コミセンのそれぞれ改修に至る経過と

改修の内容についてお伺いいたします。

それから、２番目の西風連地区の飲料水の供給

の関係なのですけれども、この内容も受益者がど

の程度いて、どういう経過で改修に至ったのかを

お伺いいたします。

それから、７番目、８番目、１９番目の河川の

改修、これらについても内容と、これ改修に至る

経過というか、去年の大雨の被害の改修なのか、

それとも年次計画の中でそれぞれ計画していたも

のなのかお伺いをいたします。

佐々木総務部長。〇議長（小野寺一知議員）

それでは、私のほ〇総務部長（佐々木雅之君）

うから地域コミセンの改修の関係についての経過

と主な事業内容の関係についてお答えをします。

風連地区のコミセンにおきましては、地域町内

会への指定管理制度も含めて、今後のありように

ついて特例区のほうと協議をさせてもらってきま

した。その中で一定程度老朽化した施設の状況等

もありまして、まずは最低限必要な改修を急がれ

る部分について検討を進めてまいりました。具体

的には、今後のコミセンのありようも含めて年次

計画を持って整備を進めていくのに必要になる部

分と緊急的にやらなければならない部分との仕分

けをさせていただきまして、抜本的な対策につい

てはことし１年間、２３年１年間かけて検討して

まいりたいと思っております。

日進コミセンの関係につきましては、多目的ホ

ールの壁の全面張りかえとか、戸がなかなかあき

づらくなっている状況等の解消のための、あと照

明施設の増設関係で約４００万円のお金をかけよ

うと思っています。それから、東風連コミセンの

改修につきましては、和室、調理室、天井張りか

え、廊下、和室の床の張りかえ、照明施設の増強

と。これで２５０万円。旭コミセンにつきまして

は、トイレの設備改修工事ということで３５０万

円。これを３つの施設で合わせまして０００万

円のお金を計上しまして、コミセンの急がれる部

分の改修に取りかかってまいりたいと思っており

ます。

以上です。

吉原市民部長。〇議長（小野寺一知議員）

私のほうからは、西〇市民部長（吉原保則君）

風連の飲料水施設の関係のお尋ねについてお答え

いたします。

現在の浄水施設につきましては、建設後４０年

以上たって老朽化が進んでいるということで、井

水、井戸の水のくみ上げに支障が生じている、さ

らには水源や一部配水管の位置が特定できず非常

時の対応が困難となっていた、そういったことか

ら、昨年６月までに新たな井戸のボーリングを実

施して水源の確保を図ったところでございますけ

れども、浄水施設の老朽化が深刻なことから、早

急な対応が求められておりまして、今回国の地域

活性化・きめ細かな交付金事業の実施に当たりま

して該当事業としての選定を受けたことから、そ

のうちで取りまとめを行い、浄水施設の老朽化が

進んでいることから、全面更新するものでござい

ます。

給水対象につきましては、一般の住宅が５戸と

市の所有施設が２カ所と、そういったような状況

となっているところでございます。

扇谷上下水道室長。〇議長（小野寺一知議員）

今御指摘のあり〇上下水道室長（扇谷茂幸君）

ました７番、８番、それから１９番ということで

ございますが、これにつきましては昨年７月の大

雨災害の状況を改善するための事業ということで

ございます。もう少し正確に言いますと、一覧表

の中の６番、７番、８番、９番、それから１９番

ということが昨年７月の大雨災害時の状況を改善

するという事業になります。緊急度を含めまして

災害当初からもう既にいろんな形で対応はしてお

ります。これまで災害事業としましては２５本ほ
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ど出しております。今回交付金事業を活用させて

いただくということは、いわゆる起債事業等認め

られにくい事業ということで、ぜひ交付金を活用

して対応策を図りたいということでございます。

日根野議員。〇議長（小野寺一知議員）

１番のコミセンの〇１２番（日根野正敏議員）

関係なのですけれども、事前にいろんな地域に入

って協議をされてきたと思うのですけれども、そ

れぞれ地域の要望もあって改修に至ったのだろう

というふうに思いますけれども、今後一応直した

と。そして、それぞれ移管に向けて２３年度１年

かけて協議するということなのですけれども、今

後の移管に当たってもし地域が受け入れるとなれ

ば今後の修理については地域が１００％持ち出す

というような行政としての考えなのか、その辺を

まず１点目お伺いしたいのと、それから事前の話

し合いの中では維持費については半々、行政が半

分で地域も半分見てくれというような話し合いの

中で進んできたと思うのですけれども、私も詳し

くはわからないのですけれども、持っていき方と

しては、例えば行政が半分出すのであれば行政と

してはこれだけの維持費に対して地域に預けます

から、あと残りは地域が半分でなくても４分の１

でも３分の１でも工夫しながらやっていただけま

すかということで持っていったほうが私はスムー

ズな話し合いになるのではないかなという気がす

るのですけれども、その辺のことを御見解につい

てお伺いをいたしたいと思います。

それから、西風連についてはわかりました。ぜ

ひやっていただきたいと思います。

それから、大雨についてもことしも雪が大変少

なくて、夏どうなるか非常に心配が残っているわ

けなので、そういう潜在的な危険がある場所につ

いては万全を期していただきたいというふうに思

っています。これは答弁は要りません。

それから、日進の場所だけちょっと教えてほし

いのです。

以上です。

久保副市長。〇議長（小野寺一知議員）

地域コミセンの今後の〇副市長（久保和幸君）

取り扱いについて、御提言も含めて日根野議員か

らお話がございました。２３年度いっぱいで何と

か地域管理に向けた協議を調えていきたいという

ふうに考えております。これまでの協議の中で、

地域でいろいろな御意見をいただきました。どう

いう内容かというと、地域の設置の背景も含めて

十分に私どもが理解していなかったところもある

のかなということも含めて、今後協議を進めてい

きたいということでございます。

どういう形で進めていくかということになりま

すけれども、当然町内会の皆さん方にいろいろ相

談申し上げてきましたので、そちらとも協議した

いと思いますし、また特例区協議会、３月末で解

散いたしますが、後継の組織として協議会を設置

するということを考えておりますので、その辺で

十分に審議をさせていただいて、地域に御理解を

いただけるような、そういう措置を講じてまいり

たいと思っていますので、御理解をいただきたい

と思います。

以上です。

（何事か呼ぶ者あり）

久保副市長。〇議長（小野寺一知議員）

失礼いたしました。改〇副市長（久保和幸君）

修の考え方でありますけれども、本来的に行政サ

イドで改修しなければならないところも部分、部

分であるのかなということも感じておりますし、

また地域にお願いして対応しなければいけない部

分もあろうかなということで、一定の額を超えて

地域に負担が大きくかかっていく分については何

らかの行政の対応もしていかなければいけないと

いうふうに考えておりますので、その点も含めて

改修に当たっても前段いろいろと地域とも協議さ

せていただいていますので、その点についても先

ほど申し上げました町内会、あるいはそれぞれの

御意見をいただきながら対応してまいりたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。
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扇谷上下水道室長。〇議長（小野寺一知議員）

場所ということ〇上下水道室長（扇谷茂幸君）

でございますが、風連御料の斜線道路の、これは

市道の道路ということでございますが、道道から

１本南側に入った道路ということでございますが、

わかりますでしょうか。

暫時休憩いたします。〇議長（小野寺一知議員）

休憩 午前１０時５４分

再開 午前１０時５８分

再開いたします。〇議長（小野寺一知議員）

久保副市長。

御質問ありました箇所〇副市長（久保和幸君）

でございますけれども、日進の１２線から１３線

にかけたところでございまして、山本さん地先と

いうことで御理解をいただきたいと思います。よ

ろしいでしょうか。

以上でございます。

日根野議員。〇議長（小野寺一知議員）

わかりました。〇１２番（日根野正敏議員）

それぞれコミセンについても１年間地域とじっ

くり話し合いをしながら、スムーズな合意をして

いただきたいというふうに思います。

それからまた、それぞれの排水事業についても

抜かりなくやっていただきたいということで、質

問を終わります。

熊谷吉正議員。〇議長（小野寺一知議員）

今日根野議員のやり〇１９番（熊谷吉正議員）

とり聞いていましてちょっとお聞きをいたします。

地域コミュニティ施設改修事業、これ風連地区

の３カ所のコミセンの改修なのですが、今やりと

り聞いていて合併特例区の５年がもう終わるわけ

なのですが、いろいろ旧名寄地区の設置条例に基

づくコミセン、あるいは町内会独自で維持管理し

ている町内会館等たくさんあるのですが、新年度

以降今回は１００％行政負担で最終的な事業とし

てやられるのでしょうが、それ以降旧名寄、旧風

連のコミセンの改修や維持管理の問題でやっぱり

整合性を持たなければならないのではないかとい

うふうに考えておりまして、今考えていることな

どについて精査できているのかどうかというのを

改めてお聞きをしたいというふうに思います。

それと、同じ今聞いていて気になったのですけ

れども、いわゆる智恵文や御料排水だとか１９番

の河川改修絡み、いずれも災害に絡んで急がれる

内容だというふうには認識はしているのですが、

新年度の当初予算ではいずれも全部ゼロ査定、ゼ

ロ要求というか、上げないで、とりあえず活性化

交付金がついたからやれるようになったという認

識なのか、当然これは当初もう計上しながら、前

倒しでここで年度内発注しておくのだよというこ

とではないのかなとも思いますが、その辺につい

てのいきさつありましたら、ちょっとお尋ねをし

ておきたいと思います。

３つ目は、名寄市内の各地区の北、西、東、鉄

道区だとかという舗装改修だとか、排水の水たま

りなんかの改修などを含めてあちこちたくさん手

持ちはあるのでしょうが、これも新年度当初の要

求ではやや同額の数字が計上されて、今回この臨

時会で先に前倒ししたいということなのですが、

そこも市長査定が終わってめどがついておられる

のでしょうけれども、いわゆる市内の道路補修、

舗装補修だとか排水の補修というのはたくさん材

料は地域ニーズ多いのではないかというふうに思

っておりまして、あくまでも今回の臨時会で提案

されている各地区の補修等については、これは春

の端境期のつなぎ事業という認識で受けとめてよ

ろしいのか、新年度は新年度でまた新たに一定の

額を当然想定をされるのかということの因果関係

があるのかどうか、お知らせをいただきたいと思

います。

久保副市長。〇議長（小野寺一知議員）

地域コミセンの今後の〇副市長（久保和幸君）

施設管理についてのお尋ねがございました。私の

ほうからお答え申し上げたいと思います。

地域のコミセンの今後の運営管理につきまして
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は、先ほど日根野議員にお答えしたとおりでござ

いますけれども、御指摘の旧名寄市との公平性は

どういうふうに協議していたのかというお尋ねで

ございました。まず、風連地区の今後の考え方と

いうことで、１つには合併特例区が解散いたしま

して、合併特例区期間中に一定の方向性を出すと

いうことで努力してまいりましたけれども、若干

そういう協議が調わなかったということでござい

まして、この点については一方では地域の皆さん

の御理解をいただいてソフトランディングできる

ような、そういう方法を考えていきたいというの

が１つでございます。あわせてソフトランディン

グという言葉使わせてもらっていますが、これは

全市的な公平性、一体性を保っていくということ

を最終目標としていきたいという考え方でござい

ます。そういうふうに御理解をいただきたいと思

います。

以上です。

扇谷上下水道室長。〇議長（小野寺一知議員）

災害に係る事業〇上下水道室長（扇谷茂幸君）

につきましては、既に緊急性の高いものについて

は手をつけて一定程度実施を行っておりまして、

平成２３年度に向けてそれぞれ順番をつけながら、

必要な事業については計画的にやるということに

しておりまして、当初予算要求のあるものにつき

ましては一定程度緊急度含めて平成２３年度に手

をつけていくという計画のものでございました。

ちなみに、当初要求ゼロというものにつきまして

は、また新たな計画の中で手をつけていくという

ような計画にしているというところでございまし

て、交付金事業がついたということで、次に優先

度の高い、順番という形でぜひ手をつけていきた

いというふうに考えた、そういった経緯がござい

ます。

中尾副市長。〇議長（小野寺一知議員）

市内の改修を必要とす〇副市長（中尾裕二君）

る側溝なり、あるいは道路につきましては、これ

までも年次計画的に進めてきたところでございま

す。当然緊急性のあるものについては、場合によ

っては前倒しをして実施をするということですが、

毎年度同じような金額が計上されているというよ

うな、計画的に執行しているということで御理解

をいただきたいと思います。

熊谷議員。〇議長（小野寺一知議員）

地域コミセンの関係〇１９番（熊谷吉正議員）

については、風連独自の経過については理解をし

ますけれども、丸５年以降の新年度に向けて、や

っぱり差があるというのは名寄地区、風連地区の、

改修する場合は名寄は今上限０００万円を２分

の１ということで、あとは自前でそれぞれ足りな

い分は町内会等でやるのですけれども、維持管理

も含めてかなり建設以降一定の経過年数がたって

いるという回答もたくさんあるようですし、やり

たいけれども、なかなか手をつけられないという

ことがあるため、旧名寄、旧風連のいわゆる整合

性の問題についてはいろんな課題を連合町内会と

の連携もしっかりとっていただきながら、一定の

一つになる方向を施策をしっかり統一してやって

いただくことが一番望ましいのではないかという

ふうに思いますので、各町内会ごとのいろんなこ

とを挙げれば切りありませんけれども、方向とし

てはしっかり再認識をされた上で御返答をいただ

きたいなと思っております、そのほかのことにつ

いては結構ですけれども。

それから、今扇谷さんから答弁いただきました

が、新年度のゼロ要求というところがよく意味が

わからなくて、急ぐもの、金がついたから今やる

ということについては当然やるのであるのですけ

れども、それは財源がたくさんあって、すぐ計上

して今この臨時会に提案されているわけなのです

が、当然これは担当のレベルでも、課や部でも一

定の数字を当初予算で上げて見えるものが今前倒

しでやるというのならわかりますけれども、最初

から新年度の予定していないのだという数字に我

々は受けとめるわけです、ゼロは。今そうでない

というお答えがあったようなのですけれども、改
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めてその経過についてちょっと受けとめがたい部

分があるので、お知らせをいただきたいと思いま

す。

あと、今中尾副市長からいただいた市内の各地

区の舗装、補修だとか排水絡みは、相当数小さい、

大きいものあるわけなのですが、いわゆるこれは

今回の提案については前倒し後の端境期の例年や

っている部分であって、新年度は新年度で一定の

予算を担保をしながら向かうという基本的な考え

方が予算査定の中で貫かれているかどうか、お知

らせをいただきたいと思うのですけれども。

中尾副市長。〇議長（小野寺一知議員）

大雨災害にかかわって〇副市長（中尾裕二君）

の改修ということにつきましては、９月なりの議

会で承認をいただいて、対応すべきものは既に終

わらせております。ただ、一定の財源がなくてな

かなかできないというかなり抜本的な解消につい

ては、このたびの交付金事業がありましたので、

これを充ててということで今回数件お願いをさせ

ていただきました。

それから、もう一つ、風連地区のコミセンの取

り扱いにつきましては、当然議員御指摘のとおり

名寄地区、風連地区あるわけですから、いずれ統

一を図るというのが大原則で進めておりますけれ

ども、一方で百数年それぞれの歴史を重ねて改良

を加えながら進めてきたという経緯もございます。

とりわけ風連地区のほうにつきましては、同じ地

区に複数の公共施設があるという、こういった事

情もございまして、２３年度１年をかけて地域の

皆さんともどの施設をしっかり残して、あるいは

町内会館として活用いただくのか、この議論を進

めながら、必要な改修なり財源の市民の皆さんと

行政の振り分けについては議論をしていこうと、

こういうふうに考えております。

それから、名寄市内の道路改良につきましては、

大型のものにつきましてはやはり補助金なり交付

金がつかないとなかなか実施ができないというこ

とで、とりわけ道路につきましては１０カ年計画

を持って進めております。これら今国のほうの社

会資本整備だとか、あるいは一括交付金の関係で

少し枠が揺れておりますけれども、それはしっか

りと情報収集をしながら、計画的に年次的に進め

ていきたいと考えておりますし、一方側溝等につ

きましてもたくさんの要望があって、必要性が求

められているのは十分承知をしております。これ

ら限られた当該年度の財源の中でしっかり箇所づ

けをしながら、計画的に改良をしてまいりたいと

考えておりますので、ぜひ御理解をいただきたい

と思います。

谷内司議員。〇議長（小野寺一知議員）

ちょっと二、三点わ〇２１番（谷内 司議員）

からない点でお願いしたいのですけれども、先ほ

どの日根野議員の言われたように、場所もわから

ないで予算つくっているのはおかしいなと私も感

じるのですけれども、その中で前から気になって

いたのですけれども、これについては地名が御料

になっていますよね。それから、上のほうのコミ

センの改修は日進になっているのです。それで、

日進は名寄にもあって風連にもあるのですけれど

も、これどちらが本当なのか。地図からいっても

郵便番号のあれからいっても日進地区となって０

９８になっているのですが、御料なんていう地域

はどこにあるのかなと。昔は御料地区とあったの

ですけれども、今は日進地区になっていると思う

のです。この辺の使い分けをしっかりしてもらわ

なかったら、御料であって、こっちは日進だとか、

こんなばかなことあり得ないので、どちらが本当

かわかりませんけれども、その辺をしっかりと調

べてやってほしい。

それで、同じ日進であるなら、頭に名寄、風連

つけるなり、やはりその辺の区別をしてほしいの

と、先ほどから災害復旧いろいろあるのですけれ

ども、これは智恵文なり風連にあるのですけれど

も、これに対して説明がおかしいと思うのです。

床ざらいをします、排水のトラフ入れますなんて

いったら、普通なら床ざらいをやるのだったら何
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メーターぐらいやりますよとか、そういう試算を

したのがあると思うのです。だから、トラフを入

れかえするなら、トラフは何センチのものをどれ

ぐらい入れるのだよとか、そういうのが当然ここ

にちょっと示されてもいいのかなと。ただ床ざら

いだけでなくて、その辺をお願いしたいのと、先

ほど言いましたように御料のほうの排水なのです

けれども、あそこの地区というのはあの奥に風連

ダムがあって、雨が降ると山のほうは高いもので

すから、あそこの畑の土が全部流れてきまして、

トラフというか、排水は埋まってしまうのです。

少し雨が降ると、あそこら辺どこに道路があるの

かなというぐらいの水が出ます。その中で先ほど

山本さん地先だと思うのですが、言っていました

けれども、あの辺も相当畑はどこにあるかわから

ないぐらいになって、雨が降るとカボチャがぷか

ぷか浮いているような状態なのですけれども、そ

んなところにトラフを入れるのに何センチぐらい

のトラフを入れて、どれぐらいになるか、その辺

をまず教えていただきたいと思います。

扇谷上下水道室長。〇議長（小野寺一知議員）

住所の関係の御〇上下水道室長（扇谷茂幸君）

指摘がございました。私どもは、工事を設計する

段階で道路台帳を主に参考にしておりまして、道

路台帳上まだ風連御料斜線道路等、こういった用

語が使われているというふうにちょっと認識をし

ております。ただ、非常に御説明の段階でわかり

にくいという御指摘もございました。私ども扱い

につきましては、改めて検討させていただきたい

と思います。

それから、各排水事業等につきまして、具体的

な指摘はちょっと内容が抜けているということで

ございました。資料の作成等につきましては、も

う少し細かい数値等を入れて内容がわかるように

ということでぜひ整理をしていきたいというふう

に思います。

ちょっと改めまして、私今回災害に係る部分に

つきましての細かい数字若干御説明をさせていた

だきたいと思いますが、６番の智恵文６線道路排

水整備事業につきましてはＶトラフということで

ございます。これは、６００のＶトラフというこ

とで、２５０メーター、これを予定をしておりま

す。７番、智恵文の８線道路の排水整備事業につ

きましては、排水床さらいということで９００

メーターの予定をしております。それから、８番

目、風連御料斜線道路の排水整備事業につきまし

ては、これにつきましてもＶトラフ６００を３０

０メーターにわたって工事を行う予定であります。

それから、９番目、智恵文北１号線の道路排水整

備工事につきましては、口径１００のヒューム管、

道路横断管を２カ所にわたって設置をするという

ことにしております。それから、１９番、河川補

修工事、智恵文福徳川になります。これにつきま

しては、河道の修正、それから床さらいというこ

とで御理解をいただきたいと思います。

谷内議員。〇議長（小野寺一知議員）

大体わかるのですけ〇２１番（谷内 司議員）

れども、１９番目については御理解願いますと。

これ何メーターやると、それは距離というか、長

さわからないのか。この辺も多分試算するときに

ここからこれぐらいで約何メーターあるから、メ

ーター何ぼで単価何ぼぐらいだよという試算が出

ると思うのですけれども、その辺をちょっと教え

ていただきたい。この地域の人にしてみたら、う

ちの辺まで来るのかな、ここら辺だったら３００

で、うちまで来ないかなと、そういうのがあると

思うのですが、その辺をだからしっかりと教えて

いただきたいのと、先ほど日進の言ったように、

あそこは６００のトラフでは多分小さいのでない

かなと私思うのです。久保副市長はよくわかると

思うのですけれども、あそこは本当に前も大雨が

降ったときにテレビにも出たぐらいの水害が、水

が発生しますので、あの山の土が落ちてくるとい

うことは相当な土砂が流れ込みますから、６００

の普通のトラフでなくて、もう少しそれを考えて

いくべきかなと思うのですが、その点お願いいた
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します。

扇谷上下水道室長。〇議長（小野寺一知議員）

１９番の河川補〇上下水道室長（扇谷茂幸君）

修工事、智恵文の福徳川につきましては、５００

メートルを予定をしております。

それから、今御指摘のありましたＶトラフ、６

００では狭いという御指摘もございました。全体

的な状況を見て私ども判断をしているということ

がございます。改めましてちょっと検討させてい

ただきたいというふうに思います。

谷内議員。〇議長（小野寺一知議員）

なぜそういうことを〇２１番（谷内 司議員）

言うかというと、前にあの奥の管理、ダムがある

のですけれども、あそこの改良区のほうの管理が

いろいろあるので、国営事業でやったダムなので

すけれども、その末端から出るのですけれども、

あそこもやはり前にも危険水位を超えると放水を

しなければならぬ、そんなことになっています。

そういうことからいったら、前にも８月ぐらいで

すか、テレビに出て、堤防が決壊したなんて、ち

ょっと間違いだったのですけれども、出てしまっ

たことがあって、あのときも言ったのですけれど

も、どこに道路があるかわからないし、人間も歩

けない状態。ですから、そのときにも思ったので

すが、やはり小さいトラフを入れるのですけれど

も、それであると人手でやらなければいけない。

ある程度の大きなものを入れると、それがもし埋

まったときに機械を使えるのです。こんなに違う

のです。普通の６００というと、普通の私どもの

農道に入るというようなトラフだと思うのですけ

れども、だからできることならもう少しそういう

ようなものも入っていて、重機を使って埋まった

ときにまた床ざらいできる、そんな体制にしたほ

うがいいと私は思うのです。だから、小さいので

すと労力でスコップを持ってやらなければならな

くなるだろうし、そういうことを考えて何とかそ

ういうような措置をしてほしいと。検討のほうよ

ろしくお願いしたいと思います。

久保副市長。〇議長（小野寺一知議員）

御料斜線の道路排水の〇副市長（久保和幸君）

関係で、断面の部分、そこはちょっと狭小ではな

いかという御指摘だったのですが、基本的に道路

排水の場合は基本的に定規というのが原則決まっ

ているというのが現実だということを御理解の上

での御質問だというふうに思っていますので、そ

の点については農地から排出される水も含めて検

討させていただきますけれども、基本的に道路の

定規上は６００ということで御理解をいただきた

いと思います。よろしくお願いします。

ほかに質疑はござい〇議長（小野寺一知議員）

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結い〇議長（小野寺一知議員）

たします。

お諮りいたします。本件については、委員会付

託を省略し、直ちに採決することに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

これより採決を行います。

議案第３号外１件は原案のとおり決定すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（小野寺一知議員）

よって、議案第３号外１件は原案のとおり可決

されました。

以上で今期臨時会に〇議長（小野寺一知議員）

付議されました案件は全部議了いたしました。

これをもちまして、平成２３年第１回名寄市議

会臨時会を閉会いたします。

御苦労さまでした。

閉会 午前１１時２３分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

平成２３年２月１日（火曜日）第１回２月臨時会・第１号
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とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 小野寺 一 知

署名議員 植 松 正 一

署名議員 谷 内 司

平成２３年２月１日（火曜日）第１回２月臨時会・第１号
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平成２３年第１回名寄市議会臨時会議決結果表

平成２３年２月１日 １日間

本会議時間数 １時間１９分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

― ― 23. 2. 1
第 １ 号 名寄市基金条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

指定管理者の指定について（ふうれん望湖台 ― ― 23. 2. 1
第 ２ 号

自然公園） ― ― 原 案 可 決

― ― 23. 2. 1
第 ３ 号 平成２２年度名寄市一般会計補正予算

― ― 原 案 可 決

平成２２年度名寄市下水道事業特別会計補正 ― ― 23. 2. 1
第 ４ 号

予算 ― ― 原 案 可 決

平 成 ２ ３ 年 第 １ 回 ２ 月 臨 時 会
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